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１． はじめに 

 我国においては，地盤強度の評価を標準貫入試験

（SPT）による N 値で実施することが多く，各種設計

に用いられている．その他のサウンディングには，コ

ーン貫入試験（CPT）やスウェーデン式サウンディン

グ（SWS）があり，SPT に比べて比較的簡易に調査が

可能で，N 値への換算式も提案されている． 

 本稿では，地盤改良工法の実物大試験を目的とした

人工砂地盤に対して，上述した各種サウンディングを

行い，N 値と相対密度 Dr についての相関性を調べて

いる． 

図-1 に既往の研究(表-2 中の文献 6),7))における自然地盤及び室内土層試験での，砂の物性値と換算 N 値

と Dr の関係を示す．同図より，土の物性値による相関性が示されており，今回の実物大土層における密度

管理された砂地盤に対する各サウンディング結果より既往の研究結果との整合性について検討を行った． 

２． 実物大土層の概要 

 実物大試験土槽を写真-1 に示す．平面 12.2m×23.4m，深さ 7m の人工

土層であり，止水を施してあるので飽和地盤を再現できる．土層内の埋戻

し材は，行方産の山砂を使用している．山砂の物性を表-1，図-2 に示す．

表-1 には豊浦標準砂の物性を併せて示している．土層内では 0.3m 毎に転

圧し， Dr=60%を目標に埋戻しを行った．密度管理は RI 法により行って

いる．図-3 に埋戻し後の乾燥密度，相対密度の結果を示す．乾燥密度は概

ね ρd=1.45～1.50g/cm3，Dr=40～60%の範囲にあり，GL-2.5m~-4m の深

度はやや緩く造成されている．埋戻し後土層内に注水し飽和した． 

表-1 埋戻し土の物理特性 

 

 

 

 

表-2 各サウンディングでの貫入抵抗値と N 値,Dr の相関式 

キーワード 砂地盤 標準貫入試験 スウェーデン式サウンディング コーン貫入試験 

 連絡先 〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町７番２号 (株)不動テトラ TEL 03-5644-8534 

写真-1 実物大試験土槽 

図-2 埋戻土の粒径加積曲線 
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３．SPT，CPT，SWS による計測結果 

 各種サウンディングの貫入抵抗値の実測値を図-4 に示す．密度管理の結果と同様に，SPT の N 値も

2.5~4.5m あたりで小さい値となっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．N 値と相対密度の関係 

既往の研究における，SPT，CPT，

SWS による各貫入抵抗値と N 値，Dr

の相関式を表-2 に示す．SPT による N

値とCPT,SWSの換算N値の比較を図

-5(左)に示す．比較的緩い GL-2~-4m

の深度では CPT，SWS ともあまり整

合性は高くない． 

次にRI法による実測のDrとSPT，

CPT，SWS の換算 Dr の比較を図

-5(中)(右)に示す．CPT，SWS の換算

Dr は実測値と概ね良く合っているが，

SPT の換算 Dr は RI による実測 Dr と

の乖離が大きい．図-5(中)は図-1 に示

す相関式を使用して SPT による N 値

から換算 Dr を算出している．この時，

CD=35 となる．図-5(右)は図-1 の飽和

試料(土槽)におけるプロットに注目し，

CD=15 として換算 Dr を算出した場合，

実測 Dr に近づく事が確認できた． 

図-6,7 は N 値と Dr の実測値と換算

値の相関性を示している． 

SPT による N 値は CPT，SWS の換算 N 値と全体的に相関が良い．Dr は SWS，CPT，SPT の順に換算

式との相関が良い事が確認できた．全般的に密度の低い層での相関性が低い結果となった． 

５．まとめ 

今回，密度管理された実物大試験土層において各種サウンディングにより N 値と Dr の相関性を確認し，

概ね既往の相関式の適用性が確認できた．ただし密度管理は飽和前の地盤であり，今後は飽和による影響等

を検討し，更なる相関式の精度について検証していきたい． 

図-3 実物大土層の乾燥密度(RI)と相対密度     図-4 各種サウンディングの計測値 
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図-5 各サウンディングからの N 値と相対密度 Dr の関係 
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